
その２：将来の展望について

1．新事業での市場獲得 

1-1 ニーズ、ターゲットについて 
剪定枝・伐採木については8割が、解体で発生し

た木くずは6割が発生した市区町村区域内で処理
されている。創業当初は主に鉄・非鉄の受け入
れに注力してきたが、近隣の農家や搬入解体業
社からの要望で廃タイヤやプラスチックの受け
入れも取り組むようになった。新事業において
木くずの受け入れを計画した理由は、当社に鉄
を搬入している既存顧客から、解体で生じる木
くずを受け入れについての要望があったからで
ある。また周囲には桃農家やマスカット農家が
多く、剪定枝や伐採木の処理需要も多い。


当社が立地する岡山市北区は全国的にも高い空き
家率となっており、空き家の件数は年々増加して
いる。それに伴い解体件数や解体のニーズが増加
している。この傾向は今後も続くと考えられる。


ターゲット 既存顧客・新規顧客 廃棄物の種類

これまで当社に解体ごみ（鉄）を搬入している解体業社 既存顧客 解体によって生じる木くず

木造家屋の解体ごみを他社に搬入している解体業社 新規顧客 解体によって生じる木くず

壊れた農機具を当社に搬入している周辺農家 既存顧客 剪定枝・伐採木
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1-2 市場規模について（岡山市における建設業から排出される木くずの処理費用） 
当社の商圏を岡山市とした場合の新事業で取り組む木くずの処理についての市場規模を算出する。


岡山県における木くずの排出量は年間166千tであり、そのうち建設業から排出されたものが119千tである。また岡

山県における建設業売上高は1,061,408百万円であり、岡山市においては424,515百万円である。（『経済センサス

活動調査　平成28年』総務省）廃棄物排出量が売上高に比例すると考えると、岡山市における建設業の木くずの

排出量は約48千tとなる。


木くずの処理費用はばらつきがあるものの、環境省の調査によると、7～8割が300円未満/10kgである。10kgあた

り300円として市場規模を計算すると、1,440百万円の市場規模があると考えられる。


建設業売上高（百万円） 木くず排出量（千t） 割合（排出量/売上高）

岡山県 1,061,408 119
0.112t/百万円

岡山市 424,515 （推定）48

木くず発生量（岡山市の建設業） 10kgあたりの処理費用 市場規模（木くず処理）

48千トン 300円 1,440百万円
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『令和2年度岡山県産業廃棄物実態調査報告書』岡山県


